
 

 

平成 28 年 10 月 5 日 

東京都内 各高等学校・中等教育学校・中学校長各位 

総合学習・国際教育・国際交流・ESD 等担当者各位 

東京都国際教育研究協議会 

   会長 宮下 義弘 （公印省略） 

（東京都立練馬工業高等学校長） 

 

東京都国際教育研究協議会 

国際理解及び国際協力に関する生徒研究発表会の開催について 

 

さわやかな秋晴れの季節を迎えましたが、皆様にはますますご健勝のこととお慶び申し上げます。 

平素より、東京都国際教育研究協議会の活動にご理解とご協力をいただき、ありがとうございます。 

さて、本研究協議会では毎年秋に、中学生や高校生などを対象に交流会や研修会を開催してまいり

ましたが、各校からのご要望をふまえ、今年度からは生徒による研究発表会を下記の通り開催するこ

とと致しました。毎年 8 月に開催されている全国国際教育研究大会が、再来年(平成 30 年)には東京で

開催されます。30 年以上続く高校生弁論大会（英語・日本語）など、生徒による発表の場が多いこと

は、この全国大会の特徴の 1 つです。生徒による研究発表会も今年の全国大会（高知大会）で 5 回目

を数え、全国的にも定着しつつあり、東京においてもさらに裾野を広げていきたいと考えています。 

大変意欲的で示唆に富む発表ばかりです。ご多忙な折とは存じますが、多数の生徒の皆さんや先生

方にご参加いただけますよう、お願い申し上げます。 

 

記 

１ 目的 

高校生や中学生による、国際理解・国際協力・国際ボランティア等の活動報告または研究発表の

場を設定する。各校・各団体での活動を振り返り、研究や実践の成果を発表し、多くの人々にすば

らしい活動を知ってもらい、国際理解・国際協力・国際ボランティアなどの分野で活躍する生徒の

皆さんの連携・発展・活性化を目指す。 

 

２ 日時  平成２８年１０月２９日（土） 午後２時から５時３０分 

（受付は午後１時３０分から） 

 

３ 会場  東京都立両国高等学校 会議室 （総武線・半蔵門線錦糸町駅から徒歩 5 分、 

都営新宿線菊川駅・住吉駅から徒歩 10 分） 

 

４ 発表の主なテーマ 

① パーラメンタリーディベートを通じての国際理解（渋谷教育学園渋谷中学高等学校） 

② カンボジア裁縫プロジェクト"Stitches for Riches”（啓明学園高等学校） 

③ ブータンから学ぶグローバルシティズンシップ（中央大学杉並高等学校） 



 

 

④ 東京グローバルユースキャンプ（板橋有徳 TGYC） 

⑤ SGH フィリピンフィールドワーク報告（順天高等学校） 

⑥ We are one ～私たちは一つ～ （都立一橋高等学校 One World 部） 

⑦ フィリピンのイメージと現状（都立小平高等学校） 

⑧ 私を変えた夏～グローバルユースキャンプとミャンマースタディツアー～（都立若葉総合高等

学校） 

⑨ ボルネオスタディーツアー報告（ボルネオツアーチーム） 

⑩ 「国際ボランティア：インドネシアの孤児院での活動」へ tobitatte みました（都立杉並総合

高等学校 Team F） 

 

視聴覚機器等を使用して 10 分程度発表した後、発表内容に関す質疑応答も行います。 

 

５ 問い合わせ・申し込み先 

 10 月 25 日(火)までに、①学校名、②引率者などの氏名、③E-mail アドレス及び連絡先、④参

加する生徒の人数を、下記事務局までご連絡ください。 

東京都立新宿山吹高等学校：竹山哲司    専用 E-mail：ｓｇｈ＠ｊａｆｉｅ．ｊｐ 

（学校 FAX：０３－５２６１－９７５０  電話：03-5261-9771） 

＊本会は、東京都教育委員会の公認の研究団体です。参加に関する服務は各校の判断になりますが、

都立学校の場合は「出張」の扱いは可能です。教員だけの参加も歓迎します。ご不明な点は上記

事務局までお問い合わせください。 

 

６ 研究成果の普及と共有 

10 月に発表した内容は、質疑応答、その後の活動や補完研究なども含めて、来年 3 月に発行す

る研究紀要「国際教育 44 号」および本会のＨＰに掲載します。 

国際理解・国際協力・国際ボランティア等に関する生徒の活動報告や授業実践報告などについ

て、誌上発表を希望される学校や団体は、事務局（都立新宿山吹高校・竹山哲司）までお問い合

わせください。（専用 E-mail：sgh@jafie.jp、学校電話：03-5261-9771） 

以上 

 


